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☆大貫中学校と佐貫中学校は２０２０年４月に統合する予定です☆

ＮＯ.１０

　平成31年２月28日（木）に富津市役所で「新校章の制定

に係る合同記念品贈呈式」を開催しました。

　贈呈式は、市長、教育長、代表部会長等の出席のもと和やか

に行われ、発案者の髙橋正悟さんには、和田代表部会長（大貫中学校長）から新しい校

章の彫られた記念品が贈呈されました。

　　　　　　　　　　　市長から「地域に対する想いや新しい学校に対する期待、子ど

　　　　　　　　　　も達が元気に活動してくれることを願うたくさんの作品が寄せら

　　　　　　　　　　れたとのことであり、2020年4月に新たな出発を迎える３つの

　　　　　　　　　　小・中学校が、地域の人々に末永く愛されるよう、市として十分

　　　　　　　　　　なサポートをしていきたいと思います」と感謝が述べられました。

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　また、主催者を代表して天羽小学校再配置個別計画検討協議会

代表部会長の今井湊小学校長から「たくさんの人々の熱い思いのこもった作品を寄せて

もらいました。新しい3校が新しい校章のもとで校章制作してくださった皆さんの思い、

愛情に応えられる学校となっていけるよう児童生徒、教職員、保護者、地区の皆様と一

緒に輝けるように頑張っていきます」と決意を込め感謝の言葉が述べられました。

　大貫中学校の卒業生である髙橋さんからは、「出身校に貢献できて嬉しいです。みん

なに親しんでもらえたら」と喜びが語られました。

　2020年４月この校章に込められた思いとともに、統合校「大佐和

中学校」がスタートします。

　平成31年１月29日（火）に大貫中学校で、学校再配置個別計画検討協議会学校ＰＴ

Ａ等部会が開催されました。2020年4月の統合に向けて、大佐和中学校のＰＴＡ会則、

予算について話し合われました。

　このお知らせは、大貫中学校・佐貫中学校再配置個別計画検討協議会における協

議内容や２校の交流活動等の状況について、保護者や地域の皆さまにお知らせする

ためのものです。（市ホームページでもご覧いただけます。）

　今回は、新校章の制定に係る合同記念品贈呈式、ＰＴＡ等部会活動報告及び交流

授業の様子をお知らせします。

PTA等部会を開催

記念品贈呈式が行われました。
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と和田代表部会長
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交流授業が行われました。

　　　　　　　　　　　　　　

　平成30年11月30日（金）大貫中学校にて、大貫小学校、吉野小

学校、佐貫小学校3校の6年生による交流授業が行われました。

　今回は、３校の６年担任による「国語」「算数」「社会」の授業、

給食、中学校の「音楽」の授業を体験しました。

　「国語」の授業では、【表現活動を通して、交流しよう！】という今日のテーマのもと、

３校混合の６グループに分かれ、先生からの問題にチームみんなで協力してあたっていき

ました。時間の経過とともに自然に会話が広がり、交流も深まっていきました。

　　　　　　　　　　午後からは大貫中学校柴本先生の音楽の授業を体験しました。　　

　　　　　　　　　　柴本先生は「間違えることは悪いことではない。間違えを恐れる

　　　　　　　　　のではなく、中途半端にはならない。大切なことは誰かに届けよう

　　　　　　　　　とする気持ちです」との話があり、真剣に取り組んでいました。

　　　　　　　　　　初めはみんなと仲良く出来るか心配な児童も多かったようですが、

　　　　　　　　　1日一緒に過ごす中で少しずつ慣れ、話が出来るようになって嬉し

かったとの感想が多く聞かれました。

　この学年は中学2年生で統合となりますが、中学生になるのが楽しみ、次回はもっと友

達を作りたいとの声も多く次回交流への楽しみが増えたようでした。

　平成3１年２月１２日（火）佐貫中学校にて、大貫中学校、佐貫中学校の１年生による

今年度２回目の交流授業が行われました。

　今回は、「体育」「社会」の授業、レクリエーションの他、総合的な学習（福祉教育）

では「ボッチャ」を行いました。

　佐貫中学校学年生徒会が企画・運営をした「ボッチャ」では社会

福祉法人「どんぐりの郷」から講師を迎え、実際に試合を体験し

全力で楽しんでいました。

　このボッチャを体験することで、根底には上手くボールが投げら

れない障がい者スポーツだということを忘れてはいけないこと、そ

ういう人達に手をさしのべられるような人になって欲しいという先生方の願いもあったよ

うです。そんな気持ちが伝わったのか生徒から「佐貫の人たちが一所懸命考えてくれた企

画のおかげで１日楽しく過ごせました」「ボッチャを通して障害者の人との関わりを増や

したいと思いました」「交流することの大切さを知ることができました」「障害者の方の

気持ちを知ることができました」との感想がありました。

　この学年の交流は３回目になります。統合時には中学3年生となる生徒たちですが、今

日の活動を通してまた１歩成長出来たと思うとの先生からのお話もあり、回数を重ねるご

とにお互いの良いところを認め合い、刺激しあっているようです。

　来年度も、学校再配置に向け円滑な人間関係が築けるよう交流活動を実施していく予定

です。

　　　　　　　　　　　

国語の授業風景

音楽の授業風景

ボッチャ試合風景


